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　実習は ３ グループに分かれて行いました。自分のペアーである現地学生と同じグループに所属し，実習を
行 いました。 実 習 場 所 は，Klinik Kesihatan Taman Ehsan（KKTE），Klinik Kesihatan Sungai Buioh
（KKSB），Selayang Campus（SC）の ３ キャンパスがあり，その日によって実習場所が変わります。SC以
外のキャンパスは距離が離れているので現地の学生が車で送迎してくれました。そのため，実習するキャン




　宿舎はSelayang Campus内にあります。宿舎は日本人メンバーとルームシェアですが， １ 人 １ 部屋もらえ
ます。部屋にはトイレ，シャワー，クーラーが完備されています。しかし，お湯がでるシャワーは １ 部屋し
かなく，その他の部屋は冷水でのシャワーとなります。Wi-Fiは場所によっては使えますが，電波が安定し
ておりませんでした。
　食事は １ 食２００円程で食べられます。食べ物はスパイシー系のものが多く，飲み物は甘いです。スパイシー
フードが好きな人にはたまらないと思います。ただ，スパイシーフードが苦手な方でもスパイシーではない
食べ物もあるので安心していいと思います。安くて美味しかったです。
５ ．自由時間，現地学生
　実習が終われば，その後は自由時間となります。毎晩，現地の学生がご飯や遊びに連れて行ってくれます。
夕食後にナイトマーケットに行ったり，ホタルを見にいったりと様々です。もちろん，休日も遊びに連れて
行ってくれます。私たちは，クアラルンプール，ブロガーヒル，ブルーモスクなどに連れて行ってもらいま
した。行きたいところを言えばそこへ連れて行ってくれ，希望がなければおすすめの場所へ連れて行ってく
れます。
３ 週間お世話になった現地の学生感染症科Dr.Yazli
学生海外研修レポート 73
　現地の学生，先生方はとても親切で，とても面倒見がいいです。私の拙い英語も真剣に聞いてくれ，理解
しようと心がけてくれます。現地学生とたくさん交流をすることで，イスラム教のこと，マレーシアの文化，
現地での様子など様々なことを理解することができ，マレーシアでの生活はより充実したものになります。
自分の英語に自信がなくても積極的に話かけた方がいいと思います。また，マレーシアではKiroroの「未来
へ」が有名であり，車内で一緒にカラオケをしていまいした。
６ ．最後に
　マレーシア発展途上国であり，医療レベルはそんなに大したことはないんではないかという偏見があると
思いますが，そのようなことはありません。私は日本の医療レベルと大差ないのではないかと感じました。
確かに機材などは豊富ではなく，必要でない限りCTなどは撮りません。しかしその分，身体所見や症候か
ら何が考えられるのかということをしっかりと考えます。現地学生の勉強への意欲は高く，いい刺激になり
ました。
　UiTMでの実習はとても充実しており，有意義な ３ 週間を過ごせました。この様な機会を与えて下さった
総合診療科の山城教授，またお世話になった現地の先生方，学生の方々に心より感謝申し上げます。
ブローガヒルでの集合写真
前日入りし，朝 5時頃から登り始めました。
